



















































































国立情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター https://rcos.nii.ac.jp/service/ より引用 7
京大図書館機構とし
ては、まず、公開基
盤該当部分を担当す
る（論文のエビデン
スデータ）
機関リポジ
トリKURENAI
今後の検討
データリポジトリの具体的検討（後述）
研究データの取扱いに関するガイドライン案（たたき台）
の作成、提案
関連部署との連携
リポジトリ関係規程改正の必要性などの課題整理
部局や各教員の提案や要望を受けて、必要があればさらに
検討を行う
図書館機構将来構想への反映
データ、データ管理への理解を深めること
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データリポジトリの検討
・幾つかの検討パターンに分けて検討中
・研究データ管理システムとの連携、学内システムとの連携
1. 機関リポジトリKURENAI（Dspace）のシステム改修（論文＋データ）
課題：JP COARスキーマ対応
NII研究データ管理基盤との連携？
独自に国際認証を取得する必要がある
2. クラウドシステムへの移行（論文+データ）
課題：ストレージ、価格（JPCOARで価格改定を検討中）
既存の学内システムとの連携の改修
3. KURENAI（論文）と、クラウドシステム（データ）とに分ける
課題：2システムに分かれることで、価格がかさむ
9
